






















大学もあった．それが北京大学である．募集した学生数は 1949 年に 7 名，以降，多い年

























岡崎は 1953 年，つまり日中国交回復の 18 年も前から北京大学で 32 年あまり日本語を














1930 年 4 月，20 歳の岡崎は早稲田大学文学部文学科国文学専攻に合格した．以降，読
書会の学外活動にも頻繁に参加するようになった．この学外活動の参加で 2回治安維持法
違反者として検挙され，計 3ヵ月の拘留を受けた．とりわけ第 2回の拘留は同大学退学処




動によって 1940 年 5 月までの数年間，治安維持法違反者の監督機関に当たる東京保護観
察所の「保護観察」を受けた．









会は「満州国」の崩壊によって 1945 年 9 月に中国共産党の組織である「東北電影工作者
聯盟」に委譲され，10 月 1 日に中国人民の手により「東北電影公司」として生まれ変わ
った．旧満映で働いていた多くの日本人スタッフも同公司の設立に尽力し，岡崎はニュー
ス・記録映画の企画・構成部門に勤務した．1946 年 5 月，内戦によって東北電影公司は
合江省興山市（現，黒龍江省鶴崗市）へ移転し，岡崎ら中核をなす人々はそれに従った．1946
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年 10 月 1 日，東北電影公司は東北電影製片廠と改組された．ニュ－スなどを細々と製作
していたに過ぎなかったために縮小を余儀なくされたので，岡崎は多くの日本人技術者や
職員などと共に東北電影製片廠を離れ，「沙河子碼頭達連河三姓煤砿」という炭鉱で働く




















1953 年 5 月 3 日，43 歳の岡崎は北京大学東方語言系日語科に着任した．同月，大学の
「教育工会」に加入した．着任当初の待遇は「講師」で，1958 年以降は「専家」に変更
された．ちなみに，北京大学の日語科は新中国最初の日本語教育機関である 11)．建国当初










人の多くは文革をたたえた．1966 年 9 月 19 日の日付で外国人「専家」の宿舎でもある友
誼賓館の食堂に張り出された署名付きの北京在住日本人有志の「宣言」という壁新聞はそ



















その後，日中関係回復の兆しが見えてきて，1970 年 12 月に日中国交回復促進議員連盟
が発足した．1971 年 3 月に名古屋で世界卓球選手権大会が開催され，10 月中国は国連に
























































































た孫宗光へのインタビューからも伺えた．また，1954 年と 1955 年に入学した李宗恵と顧
海根も口をそろえて岡崎の教学への厳しさと自分たちに対する優しさを熱く語った．とく


































の「土豆村での一夜（二）3000 字」と「遙拝隊長（初めの方 4000 字，上，下に分ける」







































































































であった．「一回の作業の量は中国語（原文）で筆頭のばあいは 400 字から 700 字前後ま
















面から描き出した．岡崎は 1953年 5月，43歳の時に北京大学に就任した．文革の最中 1969
年 12月に一時帰国を余儀なくさせられたが，1973年 4月に北京大学の要請で再び赴任し，































岡崎の活動は中国で高く評価された．在任中の 1986 年 12 月，岡崎は 18 番目の外国人
として「永久居留資格」が与えられ，中国の永遠の友として受け入れられた．退職した翌




























また，平林美鶴（『北京の嵐に生きる』悠思社，1991 年 12 月，178 頁）によると，大
西春秋は 1954年に国外追放となり帰国した．
































32)岡崎兼吉「ノート '73 5/4-'73 12/29」．
33)岡崎兼吉「日記」，1973年 5月 14日と 5月 18日．
34)岡崎兼吉「5月 18日（金）午前 8:30～ 三年の教材」「業務雑記帳（一）」．













42)岡崎兼吉「3月 15日（金）午前 8:00～ 三年参観」「業務雑記帳（一）」．
43)岡崎兼吉「9 月 1 日午前 10:00-11:10 “中堅教師の研修”の打合わせ」「業務雑記帳
（一）」．
44)岡崎兼吉「岡崎提案の計画案」「業務雑記帳（一）」．






48)「11 月 7 日（水）午後 2:30 ～ 4:30 中文日訳課のための打合わせ－崔先生と日語専




ーに応じた．顧海根，元北京大学日語科教授，2009 年 8 月 16 日午前，大有北里の自宅
でインタビューに応じた．
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50)岡崎兼吉「日記」，1983年7月3日～8月17日．
51)岡崎兼吉「1979.8.7～ ノート」と「1979～ 1983」参照．
